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岩 手 県 教 育 委 員 会 



令和７年 11月 岩手県教育委員会定例会議事日程 

令和７年 11月 17日（月）午後１時 30分 

第 １ 会期決定の件   

第 ２ 事務報告１ 令和７年９月県議会定例会の概要について （ 教 育 企 画 室 ） 

第 ３ 議案第 20 号 岩手県教育振興基本対策審議会委員の任命に関し議決を求めることについて （ 教 育 企 画 室 ） 

第 ４ 議案第 21 号 岩手県いじめ問題対策委員会委員の任命に関し議決を求めることについて （ 学 校 教 育 室 ） 

第 ５ 議案第 22 号 岩手県立博物館協議会委員の任命に関し議決を求めることについて （生涯学習文化財課） 

第 ６ 議案第 23 号 公立小学校長の人事に関し議決を求めることについて （ 教 職 員 課 ） 

第 ７ 議案第 24 号 学校職員の懲戒処分に関し議決を求めることについて （ 服 務 管 理 監 ） 

 

 
閉会   

 



事１-１ 

事務報告１ 

 

令和７年９月県議会定例会の概要について 

 

令和７年９月県議会定例会が開催されましたので、概要について別紙のとおり報告します。 

 

令和７年 11月 17日 



事１-２ 



事１-３ 

令和７年９月県議会定例会の概要について 

 

９月県議会定例会の概要は、次のとおりであった。 

 

１ 日 程 

９月25日（木） 本会議（招集、議案等の提案） 

10月１日（水）～３日（金） 本会議（一般質問、質疑、委員会付託） 

10月６日（月） 常任委員会 

10月10日（金） 本会議（常任委員会委員長報告、議案等の提案、質疑、討論、採決、議案等の提案、採決） 

10月14日（火）、15日（水） 決算特別委員会（総括質疑） 

10月15日（水）～23日（木） 決算特別委員会（教育委員会審査：10月 17日（金）） 

10月24日（金） 本会議（決算特別委員会委員長報告、採決） 

 

２ 一般質問 

(1) 会派別一般質問議員数（９人） 

自由民主党   ３人 いわて県民クラブ・無所属の会 １人 

希望いわて   ３人 日本共産党          １人 

いわて新政会  １人  

 

⑵ 一般質問（教育委員会関係：８人） 

次の議員から質問があり、知事及び教育長が答弁した。 

● 千葉 盛 議員  ５件 

ア 教育政策について 

(ｱ) 大船渡東高校「食物文化科」の存続について 

    (ｲ) 高田高校「海洋システム科」の存続について 

    (ｳ) 住田高校の存続と施設改修について 

    (ｴ) 気仙地域の県立高校への「医学部進学課程」設置について 

    (ｵ) 障がい児者の卒業後の支援体制について 

● 髙橋 はじめ 議員  ２件 

ア 終戦80年及び大東亜戦争に対する認識について 

(ｱ) 義務教育における大東亜戦争の学びについて 



事１-４ 

a 義務教育における大東亜戦争の学びについて 

b 日本神話の学びについて 

● 村上 貢一 議員  １件 

ア 教育施策について 

● 佐々木 宣和 議員  ４件 

ア 県立高校について 

(ｱ) 県立高校の歴史的役割と産業振興との連携について 

(ｲ) 高校の魅力化と生徒との進路希望実現に向けたマッチング精度

向上について 

 (ｳ) 通学支援と寮整備などハード面の対応について 

イ 神楽のユネスコ無形文化遺産への拡張登録について 

● 郷右近 浩 議員  ３件 

ア 農業人材の育成について 

(ｱ)「農業高専」の設置について 

   イ 教育環境の整備について 

(ｱ) 教室へのエアコン設置について 

 (ｲ) 避難所機能の強化について 

● はぎの 幸弘 議員  ３件 

ア 児童生徒の教育環境について 

(ｱ) 特色入試の検証について 

(ｲ) 高校授業料の無償化について 

    (ｳ) 不登校児童生徒への支援について 

● 畠山 茂 議員  ４件 

ア 第３期県立高等学校再編計画について 

 (ｱ) 県立高校再編計画の推進について 

(ｲ) 水産高校の一本化について 

(ｳ) 県立高校と私立高校の在り方について 

(ｴ) 定時制・通信制高校の充実について 

● 斉藤 信 議員  ３件 

ア 県立南昌みらい高校の新体育館整備問題について 

(ｱ) 工事中止になった経過と理由について 

 (ｲ) 町議会の請願不採択を踏まえた対応方針について 

(ｳ) 損害賠償請求について

   

３ 文教委員会【10月６日（月）】 

(1) 議案の審議 

ア 議案第１号「令和７年度岩手県一般会計補正予算（第３号）第１条 第２項 第１表 歳入歳出予算補正中 歳出 第10款 教育費、第２条 第２表 債務

負担行為補正中 １追加中 ４」及び議案第23号「損害賠償請求事件に係る和解及びこれに伴う損害賠償の額を定めることに関し議決を求めることにつ

いて」、教育企画室長及び保健体育課総括課長から提案理由の説明を行った。 

(ｱ) 質問等 

斉藤信委員から盛岡一高事案に係る調査検証委員会について質問があり、関係室課長が答弁した。 

(ｲ) 採決 

原案どおり可決された。 



事１-５ 

イ 議案第17号「岩手県立学校設置条例の一部を改正する条例」について、高校改革課長から提案理由の説明を行った。 

(ｱ) 質問等 

斉藤信委員から普通科を廃止した理由、普通科と地域探求科の違いについて質問があり、関係室課長が答弁した。 

(ｲ) 採決 

原案どおり可決された。 

 

(2) 請願の審議 

ア 請願第67号「「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書提出を求める請願」について、義務教育課長から提案理由の説明を行った。 

(ｱ) 質問等 

小西和子委員及び斉藤信委員からカリキュラム・オーバーロードをどのように考えているか、子どもたちの実態について質問があり、教育長及び

関係室課長が答弁した。 

(ｲ) 採決 

請願は採択された。 

イ 請願第68号「ゆたかな学びの実現・教職員定数改善・教育予算の拡充を求める請願」について、教職員課総括課長兼服務管理監から提案理由の説明

を行った。 

(ｱ) 質問等 

斉藤信委員から加配配置基準、小学校での加配実績等について質問があり、教育長及び関係室課長が答弁した。 

(ｲ) 採決 

請願は採択された。 

ウ 請願第69号「給食無償化に際し、質・量の確保を担保するための国による十分な予算措置を求める意見書の提出を求める請願」について、保健体育

課総括課長から提案理由の説明を行った。 

(ｱ) 質問等 

小西和子委員及び斉藤信委員から食育の取組、不登校支援へのスキーム等について質問があり、関係室課長等が答弁した。 

(ｲ) 採決 

継続審査とされた。 

 

 



事１-６ 

 (3) その他（この際発言） 

   ア 「岩手県立盛岡地区統合新設校体育館新築工事に係る進捗状況について」、教育企画室長から報告を行った。 

(ｱ) 質問等 

菅原亮太委員、斉藤信委員及び小林正信委員から、矢巾町との協議内容、工事請負業者との損害賠償に係る協議状況、地域住民に対する説明等

について質問があり、教育長及び関係室課長が答弁した。 

イ 上記の他、佐々木朋和委員、小西和子委員、菅原亮太委員及び斉藤信委員からいわて留学の実績、金ケ崎高校と水沢高校の統合、教職員の欠員状

況、不登校対策等について質問があり、教育長及び関係室課長が答弁した。 

 

４ 決算特別委員会の審議 

(1) 総括質疑【10月14日（火）、15日（水）】（教育委員会関係：６人） 

次の委員から質問があり、知事及び教育長が答弁した。

● 小西 和子 委員  ９件 

ア 震災からの復興について 

(ｱ) 被災地の子どもたちの心のケアについて 

    (ｲ) 被災地の子どもたちの学習支援等について 

   イ ゆたかな教育について 

(ｱ) 岩手の教育について 

    (ｲ) 東日本大震災津波からの復旧・復興について 

    (ｳ) 子どもたちの現状と教職員について 

    (ｴ) 少人数教育について 

    (ｵ) 人員増を求める現場の訴えについて 

    (ｶ) 業務削減について 

    (ｷ) 県学習定着度状況調査の廃止について 

● 中平  均 委員  １件 

ア 人口減少への対応について 

(ｱ) 少子化を起因とした県立高校の再編について 

● 工藤  剛 委員  ２件 

ア 県立高校のあり方について 

(ｱ) 高校存続のための市町村負担について 

 (ｲ) 第３期県立高等学校再編計画について 

● 高田 一郎 委員  ２件 

ア 熱中症対策について 

(ｱ) 教育現場での熱中症対策について 

(ｲ) 学校体育館や調理室等への空調設備の導入について 

● 小林 正信 委員  ３件 

ア 英語教育、高校の国際化について 

(ｱ) 令和６年度の英語教育の取組について 

(ｲ) 英語力向上に向けた先進的な取組について 

   イ 書店活性化について 

● 田中 辰也 委員  ３件 

ア 少子化時代の高等学校教育について 

(ｱ) 岩手型の新たな高等学校教育のスタイルについて 

(ｲ) 中高一貫教育について 



事１-７ 

 

 a 成果について 

    b 定員超過への対応について

 

(2) 教育委員会審査【10月17日（ 金）】 

令和６年度決算について教育長から説明を行い、次の委員から質問があり、教育長及び関係室課長等が答弁した。 

● 神﨑 浩之 委員  ４件 

ア 高校再編を進めるにあたり県として「寮」の整備についてどう

考えているか 

(ｱ) 高等学校における寮の整備状況 

 a 私立における寮の整備状況について 

  b 公立における寮の整備状況について 

    (ｲ) 寮整備の考え方について 

   イ 「柳之御所遺跡」史跡整備計画の課題について 

● 岩渕 誠 委員  ６件 

ア 校舎整備、改修について 

イ 専門高校、専門学科の現状について 

(ｱ) 定員割れの現状について 

    (ｲ) 専門高校、普通科併置校の今後について 

    (ｳ) 一関工業、水沢工業の統合延期に係る諸課題について 

      ウ 指定避難所の環境について 

    (ｱ) 教育施設の避難所指定状況について 

    (ｲ) 冷暖房設置状況について 

● 中平 均 委員  ３件 

ア 県立高校の再編について 

 (ｱ) 久慈翔北の評価と期待について 

    (ｲ) 水産と調理師養成施設の学びの集約に対する地域の意見につ

いて 

  (ｳ) 宮古水産高校への集約に係る生徒数の減少について 

● 飯澤 匡 委員  ４件 

ア 第３期県立高等学校再編計画について 

(ｱ) 一関工業、水沢工業の統合延期に係る諸問題について 

  a 統合への見通しと自治体との共通認識の醸成について 

  b 統合校の立地決定のプロセスについて 

(ｲ) 大東高校における R9情報ビジネス科の募集停止について 

   a 大東高校の未来像及び地域への影響について 

    b 地域検討会議における指摘の反映について 

● 福井 せいじ 委員  ３件 

ア 県立高等学校の運営について 

(ｱ) 乖離拡大解消の取組について 

   イ 児童生徒の学力について 

(ｱ) 児童生徒の学力に係る分析について 

 (ｲ) 学力向上に向けた取組について 

● 菅野 ひろのり 委員  ８件 

ア 専門高校の今後の配置に関する考え方について 

イ 胆江圏域の課題と配置について 

(ｱ) 胆江地域の高校配置の課題と転出分析について 

 a 高校配置の現状と課題について 
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  b 転出の分析について 

(ｲ) 胆江地区の高校再編について 

  a 水沢高校の進学実績及び学力について 

  b 金ケ崎高校廃止の理由について 

   ウ 個別高校に関する質問について 

 (ｱ) 岩谷堂高校（総合学科）の評価について 

(ｲ) 専門高校（農業分野）の必要性について 

(ｳ) 岩谷堂高校再編の判断時期について 

● 吉田 敬子 委員  ４件 

ア 美術館・博物館について 

 (ｱ) 県文化振興事業団創立40周年記念講演会について 

(ｲ) 域外への取組や連携について 

(ｳ) 子ども達の居場所支援について 

(ｴ) 美術館・博物館の課題と今後の方針について 

● 工藤 剛 委員  ２件 

ア 県立高校のあり方について 

(ｱ) 県立高校の存続について 

 (ｲ) 第3期県立高校再編計画について 

● 臼澤 勉 委員  ７件 

ア 南昌みらい高校体育館 

(ｱ) 共創プロジェクトの現状認識について 

    (ｲ) これまでに要した費用・決算について 

    (ｳ) 賠償請求の状況と今後の対応について 

    (ｴ) バス移動費用と将来見込みについて 

    (ｵ) 生徒の声、転校や入学影響について 

    (ｶ) 今後の建設計画について 

    (ｷ) 矢巾町の対応と住民への説明について 

● 大久保 隆規 委員  ２件 

ア 県立美術館について 

(ｱ) 令和６年度の入館者数について 

    (ｲ) レストランの取組について 

● 佐々木 宣和 委員  ６件 

ア 県立高校再編における理念と現場整備の整合性について 

イ 高校魅力化と生徒の進路選択への影響について 

ウ 通学支援・寮整備と校舎統合による負担変化について 

エ 宮古商工・水産校舎整備事業における入札不調の要因と対応に

ついて 

オ 整備スケジュールと早期化に向けた方針について 

カ 再編計画全体の進行管理と地域説明のあり方について 

● 畠山 茂 委員  11件 

ア 県立宮古商工と宮古水産高校の新校舎建設について 

(ｱ) 入札不調の要因について 

    (ｲ) 生徒達への影響について 

    (ｳ) 今後の動きと供用開始予定について 

イ 学校施設での障がい児への環境整備の状況について 

    (ｱ) 環境整備の改修実績について 

    (ｲ) 市町村への支援制度について 

(ｳ) 学校現場におけるバリアフリーの取組について 

ウ 遠隔教育について 

エ 中学校部活動の地域移行支援について 

オ いじめ・不登校対策について 

(ｱ) 上半期の現状と対策について 

(ｲ) 教育支援センター及び校内教育支援センターの設置状況につ

いて 
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(ｳ) 居場所づくりと学習支援の取組について 

● はぎの 幸弘 委員  ６件 

ア 高校無償化への対応状況について 

(ｱ) 制度設計の進捗状況について 

(ｲ) 生徒や保護者への説明について 

(ｳ) 県立高校の魅力発信について 

イ 特色入試について 

ウ スマホ使用時間規制条例への受け止めは 

(ｱ) 県教委及び各市町村の受け止めについて 

(ｲ) スマホ利用による影響への対策等について 

● 松本 雄士 委員  ６件 

ア 不登校対策について 

(ｱ) これまでの取組と成果指標の達成度について 

(ｲ) 不登校児童生徒の学びの状況について 

(ｳ) 多様な学びの整備と学びの多様化学校について 

(ｴ) スクールソーシャルワーカーの処遇改善について 

イ 特別支援学校への通学支援について 

(ｱ) 通学バスの運行について 

(ｲ) 登校受入れ時間の緩和について 

  ● 高田 一郎 委員  ６件 

ア 学校給食の無償化について 

(ｱ) 国の動向及び新年度への影響について 

(ｲ) 質の確保、公平性及び学校給食法の改正等について 

(ｳ) アレルギー児童及び不登校への対応及び未実施校、デリバリ

ー給食の状況について 

イ 不登校対策について 

(ｱ) 不登校への支援の基本を心の傷への理解と休息に据えること

について 

(ｲ) 保護者への支援等について 

    (ｳ) フリースクールに係る全国の支援状況について 

● 田中 辰也 委員  ２件 

ア 地域を担う人材育成について 

   イ 連携型中高一貫教育校の入学保障について

 

 

※ 議員毎又は委員毎の件数は項目数であり、同一項目の関連質問は含んでいないため、件数と答弁実績数は一致していないこと。 





 

議案第 20号 

岩手県教育振興基本対策審議会委員の任命に関し議決を求めることについて 

次のとおり岩手県教育振興基本対策審議会委員の任命をすることについて、議決を求める。 

任命（令和７年12月20日付） 

職   名   等 氏  名 職   名   等 氏  名 

釜石市長 小 野   共 一般社団法人岩手県私学協会理事 浅 沼 千 明 

矢巾町長 高 橋 昌 造 岩手大学教育学部准教授 深 作 拓 郎 

滝沢市教育委員会教育長 太 田 厚 子 富士大学経済学部教授 佐々木 修 一 

岩手町教育委員会教育長 佐 藤   卓 ＮＰＯ法人みやっこベース理事長 早 川   輝 

一般社団法人岩手県ＰＴＡ連合会副会長 山 口 真 樹 岩手県立大学社会福祉学部講師 山 本 操 里 

岩手県高等学校ＰＴＡ連合会理事 鈴 木 由美子 岩手大学教育学部准教授 滝 吉 美知香 

岩手県社会教育連絡協議会副会長 菊 池 まゆみ 
  株式会社北三陸ファクトリー 

副社長兼代表取締役ＣＯＯ 
眞 下 美紀子 

公益財団法人岩手県スポーツ協会理事 内 城 寛 子 岩手県育英奨学会副会長 髙 橋 廣 至 

奥州市芸術文化協会副会長 鈴 木 美喜子 株式会社アイカムス・ラボ代表取締役会長 片 野 圭 二 

令和７年11月17日提出 

岩手県教育委員会教育長 佐 藤 一 男 

理由 

岩手県教育振興基本対策審議会委員の任命をしようとするものである。これが、この議案を提出する理由である。 

議20－1



 

岩手県教育振興基本対策審議会委員 新旧対照表（案） 

                                                                                               委員任期：令和７年12月20日～令和９年12月19日 

№ 選出区分 推薦団体 
現委員            ※年齢は令和７年12月20日時点 新委員（案）     ※年齢は令和７年12月20日時点

職  名  等 氏 名 年齢 性別 市町村 年数 職  名  等 氏 名 年齢 性別 市町村 年数 

１ 

（１）市町村長 

岩手県市長会 釜石市長 小 野  共 56 男 釜石市 ２ 釜石市長 小 野  共 56 男 釜石市 
再任 

（２） 

２ 岩手県町村会 矢巾町長 高 橋  昌 造 80 男 矢巾町 ７ 矢巾町長 高 橋  昌 造 80 男 矢巾町 
再任 

（７） 

３ 

（２）市町村教育委員会教育長 
岩手県市町村教育委員会協議
会 

八幡平市教育委員会教育長 星  俊 也 70 男 盛岡市 ４ 滝沢市教育委員会教育長 太 田  厚 子 64 女 盛岡市 新任 

４ 雫石町教育委員会教育長 佐 藤  嘉 彦 70 男 盛岡市 ５ 岩手町教育委員会教育長 佐 藤  卓 65 男 岩手町 新任 

５ 

（３）教育関係団体の役職員 

一般社団法人岩手県ＰＴＡ連
合会 

一般社団法人岩手県ＰＴＡ
連合会副会長 

山 口  真 樹 52 女 盛岡市 ５ 
一般社団法人岩手県ＰＴＡ
連合会副会長 

山 口  真 樹 52 女 盛岡市 
再任 

（５） 

６ 岩手県高等学校ＰＴＡ連合会 
岩手県高等学校ＰＴＡ連合会
副会長兼母親委員会委員長 

中 村  美 香 54 女 盛岡市 ２ 
岩手県高等学校ＰＴＡ連合会
理事 

鈴木 由美子 43 女 盛岡市 新任 

７ 岩手県社会教育連絡協議会 
岩手県社会教育連絡協議会
副会長 

菊池 まゆみ 59 女 盛岡市 １ 
岩手県社会教育連絡協議会
副会長 

菊池 まゆみ 59 女 盛岡市 
再任 

（１） 

８ 
公益財団法人岩手県スポーツ
協会 

公益財団法人岩手県スポー
ツ協会理事 

鈴木 美智代 50 女 奥州市 ４ 
公益財団法人岩手県スポー
ツ協会理事 

内 城  寛 子 48 女 紫波町 新任 

９ 
一般社団法人岩手県芸術文化
協会 

奥州市芸術文化協会副会長 鈴木 美喜子 66 女 奥州市 ３ 奥州市芸術文化協会副会長 鈴木 美喜子 66 女 奥州市 
再任 

（３） 

10 一般社団法人岩手県私学協会 
一般社団法人岩手県私学協
会理事 

浅 沼  千 明 59 女 盛岡市 ４ 
一般社団法人岩手県私学協
会理事 

浅 沼  千 明 59 女 盛岡市 
再任 

（４） 

11 

（４）学識経験者  

岩手大学教育学部教授 田 代  高 章 64 男 盛岡市 ８ 岩手大学教育学部准教授 深 作  拓 郎 51 男 盛岡市 新任 

12 富士大学経済学部教授 佐々木 修一 72 男 花巻市 ８ 富士大学経済学部教授 佐々木 修一 72 男 花巻市 
再任 

（８） 

13 
宮古市立山口小学校地域学
校協働本部 
地域学校協働活動推進員 

佐々木 良恵 62 女 宮古市 ８ 
ＮＰＯ法人みやっこベース
理事長 

早 川  輝 38 男 宮古市 新任 

14 
岩手県立大学 
社会福祉学部講師 

山 本  操 里 47 女 盛岡市 １ 
岩手県立大学 

社会福祉学部講師 
山 本  操 里 47 女 盛岡市 

再任 

（１） 

15 岩手大学教育学部准教授 滝吉 美知香 43 女 盛岡市 ６ 岩手大学教育学部准教授 滝吉 美知香 43 女 盛岡市 
再任 

（６） 

16 
泉金酒造株式会社常務取締
役 

八重樫 由吏 64 女 岩泉町 ８ 
株式会社北三陸ファクトリ
ー副社長兼代表取締役ＣＯ
Ｏ 

眞下 美紀子 42 女 洋野町 新任 

17 
いちのへサンビレッヂクラ
ブ代表 

西 舘  敦 46 男 一戸町 ８ 岩手県育英奨学会副会長 髙 橋  廣 至 72 男 盛岡市 新任 

18 
株式会社長島製作所代表取
締役社長 

新宮 由紀子 52 女 一関市 ８ 
株式会社アイカムス・ラボ
代表取締役会長 

片 野  圭 二 64 男 八幡平市 新任 

 

（参考）「審議会等の設置・運営に関する指針」への対応状況 
 

チェック項目 前回改選時（R5.12.20 時点） 改選後（R7.12.20 時点） 

男女委員登用率【40％未満にならないこと】 男 44.4％（8）：女 55.6％（10） 男 44.4％（8）：女 55.6％（10） 

若手委員（50 歳未満）【25％以上】 
22.2％（4/18） 

（※参考 平均年齢 56.8 歳） 

33.3％（6/18） 

（※参考 平均年齢 56.7 歳） 

在任期間８年超 なし １人 

議20－2



議20－3



議20－4



議20－5



議20－6



 

議案第 21 号 

 

   岩手県いじめ問題対策委員会委員の任命に関し議決を求めることについて 

 

 次のとおり岩手県いじめ問題対策委員会委員の任命をすることについて、議決を求める。 

 

任命（令和８年１月 12日付） 

職   名   等 氏   名 

岩手県立大学 総合政策学部 教授 窪   幸 治 

岩手大学 教育学部 准教授 菊 地   洋 

岩手弁護士会 高橋法律事務所 弁護士 天 間 正 継 

岩手弁護士会 セントラル法律事務所 弁護士 沼   徳 之 

岩手県医師会 岩手医科大学 医学部神経精神科学講座 教授 八 木 淳 子 

岩手県医師会 県立一戸病院 病院長 佐々木 由 佳 

岩手県臨床心理士会 スクールカウンセラー 上 野 久仁子 

岩手県臨床心理士会 岩手医科大学 医学部内科学講座 助教 赤 坂   博 

岩手県社会福祉士会 社会福祉法人岩手県社会福祉協議会 相談員 川 崎 舞 美 

岩手県社会福祉士会 副会長 佐 藤 雅 子 

令和７年 11月 17日 提出 

 

岩手県教育委員会教育長  佐 藤 一 男 

理由 

岩手県いじめ問題対策委員会委員の任命をしようとするものである。これが、この議案を提出する理由である。 

 

 

議 21-1 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職名等 氏名 年齢 性別 任期 居住地 職名等 氏名 年齢 性別 任期 居住地

1
学識経験者
(法学）

岩手県立大学
岩手県立大学
総合政策学部　教授 窪

ｸﾎﾞ

　幸治
ｺ ｳ ｼ ﾞ

50 男 ２期 盛岡市 1
岩手県立大学
総合政策学部　教授 窪

ｸﾎﾞ

　　幸治
ｺ ｳ ｼ ﾞ

52 男 ３期 盛岡市 有

2
学識経験者

（教育・心理）
岩手大学

岩手大学
教育学部　准教授 菊地　洋

ｷ ｸ ﾁ ﾋ ﾛ ｼ
51 男 ４期 盛岡市 2

岩手大学
教育学部　准教授 菊地

ｷ ｸ ﾁ

　　洋
ﾋﾛｼ

53 男 ５期 盛岡市 無

3
岩手弁護士会
山中法律事務所　弁護士 山中

ﾔ ﾏ ﾅ ｶ

 俊介
ｼｭﾝｽｹ

48 男 ５期 盛岡市 3
岩手弁護士会
セントラル法律事務所　弁護士 沼

ﾇ ﾏ

　　徳
ﾉ ﾘ

之
ﾕ ｷ

38 男 新規 盛岡市 無

4
岩手弁護士会
高橋教育事務所　弁護士 天間

ﾃ ﾝ ﾏ

 正継
ﾏｻﾂｸﾞ

36 男 １期 盛岡市 4
岩手弁護士会
高橋法律事務所　弁護士 天間

ﾃ ﾝ ﾏ

　正継
ﾏｻﾂｸﾞ

38 男 ２期 盛岡市 有

5
岩手県医師会
岩手医科大学医学部　教授 八木

ﾔ ｷ ﾞ

 淳子
ｼﾞｭﾝｺ

55 女 ２期 盛岡市 5
岩手県医師会
岩手医科大学　医学部神経精神科学講座　教授 八木

ﾔ ｷ ﾞ

　淳子
ｼﾞｭﾝｺ

57 女 ３期 盛岡市 有

6
岩手県医師会
県立一戸病院　病院長 佐々木

ｻ ｻ ｷ

由佳
ﾕ ｶ

59 女 １期 盛岡市 6
岩手県医師会
県立一戸病院　病院長 佐々木

ｻ ｻ ｷ

由佳
ﾕ ｶ

61 女 ２期 盛岡市 無

7
岩手県臨床心理士会
臨床心理士 髙

ﾀ ｶ

橋
ﾊ ｼ

　昇
ﾉﾎﾞﾙ

66 男 ５期 奥州市 7
岩手県臨床心理士会
岩手医科大学　医学部内科学講座　助教 赤坂

ｱ ｶ ｻ ｶ

　　博
ﾋﾛｼ

45 男 新規 紫波町 無

8
岩手県臨床心理士会
スクールカウンセラー 上野

ｳ ｴ ﾉ

久仁子
ｸ ﾆ ｺ

43 女 ３期 山田町 8
岩手県臨床心理士会
スクールカウンセラー 上野

ｳ ｴ ﾉ

久仁子
ｸ ﾆ ｺ

45 女 ４期 山田町 無

9

岩手県社会福祉士会
社会福祉法人岩手県社会福祉協議会
地域福祉活動コーディネーター

川崎
ｶ ﾜ ｻ ｷ

 舞
ﾏ ｲ

美
ﾐ

43 女 ３期 盛岡市 9
岩手県社会福祉士会
社会福祉法人岩手県社会福祉協議会　相談員 川崎

ｶ ﾜ ｻ ｷ

　舞
ﾏ ｲ

美
ﾐ

45 女 ４期 盛岡市 無

10
岩手県社会福祉士会
副会長 佐藤

ｻ ﾄ ｳ

 雅子
ﾏ ｻ ｺ

53 女 １期 盛岡市 10
岩手県社会福祉士会
副会長 佐藤

ｻ ﾄ ｳ

　雅子
ﾏ ｻ ｺ

55 女 ２期 盛岡市 無

審議会等の設置・運営に関する指針への対応状況

10人 ◎　委員数【10名以内】 10人（予定）

男50％　女50％ 男50%　女50％

40% 50%

50.3歳 48.9歳

２名 １名

◎　男女いずれか一方の委員の数が委員総数の
    40％未満にならないこと

◎　若手委員（50歳未満）登用率【25％以上目標】

◎　委員の平均年齢（R6.1.12現在）

◎　在任期間8年超

◎　若手委員（50歳未満）登用率【25％以上目標】

◎　委員の平均年齢（R8.1.12現在）

◎　在任期間8年超

◎　男女いずれか一方の委員の数が委員総数の
　　40％未満にならないこと

福祉 岩手県社会福祉士会

審議会等の設置・運営に関する指針への対応状況

◎　委員数【10名以内】

法律 岩手弁護士会

医療 岩手県医師会

心理 岩手県臨床心理士会

兼任No.推薦団体

岩手県いじめ問題対策委員会委員　新旧対照表

岩手県教育委員会事務局学校教育室　生徒指導担当　

現委員（R6.1.12～R8.1.11） 新委員（R8.1.12～R10.1.11）【案】
選出区分No.

議 21-2 



 

 

議 21-3 



 

議 21-4 



議22-１ 

議案第22号 

岩手県立博物館協議会委員の任命に関し議決を求めることについて 

次のとおり岩手県立博物館協議会委員の任命をすることについて、議決を求める。 

任命（令和７年12月23日付） 

職 名 等 氏 名 

田老和心会特別養護老人ホームふれあい荘施設長 松本 勝徳 

令和７年11月17日提出 

岩手県教育委員会教育長 佐 藤 一 男あ 

理由 

岩手県立博物館協議会委員の任命をしようとするものである。これが、この議案を提出する理由である。 



現委員 新委員（案）

職名等（就任時） 氏  名 年齢 性別 居住地 年数 職名等 氏  名 年齢 性別 居住地 年数

1 岩手県小学校長会 盛岡市立北厨川小学校校長 山本
や ま も と

　一行
か ず ゆ き

59 男 盛岡市 1

2 岩手県中学校長会 盛岡市立下橋中学校校長 熊谷
く ま が い

　治久
は る ひ さ

58 男 盛岡市 1

3 岩手県高等学校長協会 県立盛岡第四高等学校長 川﨑
か わ さ き

　広幸
ひ ろ ゆ き

60 男 盛岡市 2

4 岩手県青年団体協議会 葛巻町青年連合協議会会員 桂川
かつら かわ

　いずみ 35 女 葛巻町 3

5
特定非営利活動法人岩手
県地域婦人団体協議会

特定非営利活動法人 岩手県地域婦人団体
協議会副会長 佐藤

さ と う

　洋子
よ う こ

77 女 花巻市 1

6
一般社団法人岩手県ＰＴ
Ａ連合会

一般社団法人岩手県ＰＴＡ連合会副会長 福田
ふ く だ

　育英
い く ひ で

48 男 盛岡市 2

7
岩手県博物館等連絡協議
会

奥州市牛の博物館　主任学芸員 森本
もりもと

　陽
よう

42 女 奥州市 1

8
岩手県市町村教育委員会
協議会

滝沢市教育委員会教育長 太
 お お

田
   た

　厚
 あ つ

子
　 こ

65 女 滝沢市 3

9 株式会社岩手日報社
株式会社岩手日報社
編集局報道センター センター長
論説委員会委員

細田
ほ そ　　だ

　　清
きよし

59 男 盛岡市 3

10 岩手県立大学　准教授 鈴木
す ず き

　正貴
ま さ き

51 男 盛岡市 1

11 元花巻市博物館文化財専門官 酒井
さ か い

　宗孝
む ね た か

67 男 花巻市 1

12 啄木研究家（元石川啄木記念館学芸員） 山
や ま

本
も  と

　玲
れ い

子
 　こ

68 女
八幡平

市
7

13
盛岡ふるさとガイドの会副会長兼事務局
長 石

 い し

川
 か わ

　京
きょう

子
　 こ

78 女 盛岡市 5

14 元博物館友の会会員 佐藤
さ と う

　祐子
ゆ う こ

73 女 盛岡市 1

15 公募
田老和心会特別養護老人ホームふれあい
荘施設長 松本

 ま つ　も と

　勝徳
か つ　の り

64 男 宮古市 1
田老和心会特別養護老人ホー
ムふれあい荘施設長 松本

 ま つ　も と

　勝徳
か つ　の り

64 男 宮古市 3

任命前 (任命後)R7.12.23現在

15人以内

男女いずれも40％以上目標

25％以上目標

原則８年間程度

議22-２

岩手県立博物館協議会委員（案）　
委員任期：令和７年６月23日～令和９年６月22日
公募委員：令和７年12月23日～令和９年12月22日

No. 分野 推薦団体 ※年齢は令和7年12月23日現在 ※年齢は令和7年12月23日現在

委員数 15人

53.3％：46.7％

20.0%

60.2歳

委員の男女比率（男性・女性）

若手委員（50歳未満）の登用率

15人

学校教育関係者

社会教育・家庭
教育関係者

学識
経験
者

団体推薦
等

個人

（今回変更なし）

（今回変更なし）

（今回変更なし）

（今回変更なし）

（今回変更なし）

（今回変更なし）

（今回変更なし）

（今回変更なし）

（今回変更なし）

（今回変更なし）

20.0%

委員の平均年齢

 在任期間８年超 なし

60.2歳

なし

（今回変更なし）

（今回変更なし）

（今回変更なし）

（今回変更なし）

53.3％：46.7％



議22-３

根拠法令等（抜粋） 

◇博物館法（昭和 26 年法律第 285 号）

（博物館協議会）  

第 23 条 公立博物館に、博物館協議会を置くことができる。 

２ 博物館協議会は、博物館の運営に関し館長の諮問に応ずるとと 

もに、館長に対して意見を述べる機関とする。 

◇博物館条例（昭和 55 年７月 15 日条例第 41 号）

（博物館協議会） 

第 10 条 博物館法（昭和 26 年法律第 285 号）第 23 条第１項の規定

に基づき、博物館に岩手県立博物館協議会（以下「協議会」という。）

を置く。 

２ 協議会は、委員 15人以内で組織し、委員は、次に掲げる者のう

ちから任命する。 

(１) 学校教育の関係者

(２) 社会教育の関係者

(３) 家庭教育の向上に資する活動を行う者

(４) 学識経験のある者

３ 委員の任期は、２年とする。ただし、欠員が生じた場合における

補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

◇岩手県立博物館管理運営規則（昭和 55 年９月 26 日教育委員会

規則第９号） 

（協議会の所掌） 

第７条 条例第10条の規定による岩手県立博物館協議会（以下「協

議会」という。）は、博物館長の諮問に応じ、次に掲げる事項

に関し、調査審議するとともに、博物館長に対して意見を述べ

ることができる。 

(１) 資料の収集、保管、展示等に関すること。

(２) 資料の調査研究、利用等に関すること。

(３) その他博物館の運営に関すること。

（会長） 

第８条 協議会に会長を置き、委員の互選とする。 

２ 会長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

３ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、あらかじ

め会長が指名する委員が、その職務を代理する。 

（会議） 

第９条 協議会は、会長が招集する。 

２ 協議会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くこと

ができない。 

３ 協議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のとき

は、議長の決するところによる。 
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